
前回審議会での主な意見およびその回答について

6 　リサイクル施設で資源化できないごみのうち、
焼却施設で処理される可燃物は何パーセント程
度見込んでいるのか

・リサイクル施設において、資源化できるごみと資源化できない
ごみとに選別し、資源化できないごみのうち可燃物等を焼却処
理施設へ回しています。

R1年度 焼却処理対象ごみフロー

7 　粗大ごみの委託収集と直接持ち込みの状況
は把握しているのか

・新クリーンセンター稼働後の平成30年度から、委託収集量が
減少し、直接持ち込み量が増大しています。

家庭系粗大ごみ量実績 （委託・持込の内訳） ［単位：ﾄﾝ］

8 　施設に搬入される粗大ごみの属性（状況）は
把握しているのか

・現在の処理手数料は点数制ではなく、従量制であり、搬入受
入時に、ごみの品目について一点ずつ確認していないため、属
性は把握できていません。

・新クリーンセンター稼働以降、自宅・倉庫等の整理による大型
家具の大量搬入が増えていると、現場作業員から聞き取ってい
ます。

№ 意見の概要 事務局の考え方 備考

資料２

埋め立て

リサイクル施設  資源ごみ 資源化

可燃物 資源化できないごみ

焼却
非可燃物

H28 (内訳) H29 (内訳) H30 (内訳) R1 (内訳)
委託収集 261 (73.3%) 278 (71.8%) 208 (26.4%) 202 (18.1%)
直接持込 95 (26.7%) 109 (28.2%) 579 (73.6%) 915 (81.9%)
基準年比
合計 356 (100%) 387 (100%) 787 (100%) 1,117 (100%)

314%100% 109% 221%

100% 115% 609% 963%

基準年比

焼却施設 127t/日

焼却ごみ類

破砕ごみ類

粗大ごみ

飲・食料用ガラスびん類

陶器・ガラス類

プラスチック製容器類

（新）リサイクル施設 13.8t/日

ペットボトル類 1.5t/日

びん類 4.0t/日

陶器・ガラス類 3.8t/日

粗大・破砕ごみ 4.5t/日

ごみ焼却量

100%

8.0%

0.1%

0.1%

67.7%

ペットボトル類

（旧）リサイクル施設 9t/日

プラスチック 9t/日
6.0%

リサイクル処理焼却処理
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